
地

球九
州
の

温
泉

に
裁

て

第
二
令

弟

一
班

一

三

一
五
二

石

川

成

章

脚

p
温
泉

の

分

布

〔
茄
に
湿
慮
り,,
い
ふ
の
は
､
是
を
贋
き
意
義
に
取
れ

て
渦
度
の
庇

い
餓
鬼
を
も
包
析
し
て
考

へ
る
蒋
-
で
あ
る
〕

九
州
は
塾
膿
ビ
し
て
中
団
や
桝
観
に
比

べ
て
脱
兎
の
多
い
地
方
で
あ
る
が
就
中
渦
鬼
S
多
い
の
は
大
分
願
'
髄
養

豚
'
鹿
兄
島
順
で
二
相
聞
豚
'
宮
崎
豚
､
長
崎
豚
は
之
に
次
ぎ
､
佐
賀
順
に
は
制
令
に
少
な
い
､
大
分
螺
に
は
市
名

カ
シ十
ワ

シ
パ
セヰ

LJ
別
府
況
兼
を
初
め
と
し
て
其
附
近
に
は
翫
海
幕
線
束
'
餓

輪

.

栗

石

'

亀
照

明
碁
敵
'
潰
脇
等
敦
多
の
温
泉
が

.‥].TJ,

め
-
.
別
府
の
西
方
的
人
里
の
題
に
は
勘
の
平
況
鬼
が
あ
-
'
東
に
西
方
九

藻

火
山
の
附
近
に
は
筋
紛
∵
妨
癖
助
'

川
原
ノ
湯
.
聾
英
幸
現
泉
の
他
､
暴
ノ
地
獄
の
冷
泉
が
あ
-
仰
此
他
.
速
見
都
に
は
由
布
､
鶴
見
両
火
山
の
周
園
に

数
多
の
渦
鬼
が
あ
-
'
砿
入
郡
､
月
田
耶
'
北
海
部
郡
'
大
介
郡
.
楽
団
東
都
に
も
何
れ
も

〓

高

温
炎
が
あ
る
.

ヤ
マ〃

慮
本
榛
に
は
熊
本
市
の
東
北
鹿
本
郡

山

鹿

町
に
山
鹿
温
泉
が
あ
-
'
八
代
町
の
関
南
葦
北
郡
日
奈
久
町
に
日
奈
久

I-:.=1･rJ

渦
泉
が
あ
-
.
阿
蘇
火
山
地
方
に
は
街
ノ
木
ー
垂

玉

､

協
ノ
谷
､
内
ノ
政
､
満
願
寺
､
杖
立
等
の
弧
泉
が
あ
-
'
阿



蘇
九
重
両
火
山
の
裾
野
の
魯
合
鮎
に
は
黒
川
洩
兼
が
あ
-
､
入
官
町
の
附
走
に
は
称
淵
泉
が
ゐ
-
､
基
他
冷
泉
は
麗

々
か
ら
湧
川
し
て
周
る
.

こ
の
大
分
熊
本
鞘
螺
の
温
泉
は
､
瀬
戸
内
海
よ
-
九
州
の

1-1
部
を
横
断
せ
る

丁
六
地
溝
に
噴
出
し
た
由
布
'
穐
札

九
義
､
阿
蘇
の
諾
火
山
に
件
ふ
も
の
で
.
是
等
の
諾
火
山
の
配
列
が
示
す
知
-
容
々
東
西
の
方
向
に
配
置
せ
ら
れ
て

層
る
'
如
ち
晴
々
兼
閥
の
t方
向
に
存
在
す
る
地
磐
の
裂
醇
に
沿
ふ
て
湧
出
す
る
も
の
で
あ
る
.

今
別
雁
地
方
に
於
け
る
温
泉
の
分
布
を
槍
す
る
に
､
由
布
鶴
見
二
火
山
を
中
心
ÎIJ
L
で
'
酉
は
猫
が
岩
､
北
は
明

製

粉
山
附
鑑
に
至
り
南
は
乙
原
附
近
に
至
る

叫
潤
の
撰
谷
中
に
あ
-
て
'
㈲
及
び
商
は
塚
原
､
川
上
､
川
北
､
川

南
､
中
川
よ
-
勘
の
準
に
及
ん
で
居
る
-
こ
の
温
泉
の
麻

布
は
'
両
々
北
よ
-
兼
々
南
に
聯
韮
す
る
左
の
柑
脈
よ
-

成
-
立
て
屠
る
｡

二

御
越
町
湯
山
よ
-
柴
石
､
赤
湯
.
里
屈
に
至
る
も
の
'

二
'
明
碁
沿
う
紺
屋
地
獄
.
海
地
級
を
経
て
餓
輪
に
至
る
も
の
'

三
､
鶴
見
岳
中
腹
の
毅
よ
-
掘
肘
歯
を
損
で
櫨
地
よ
-
来
々
南
に
別
府
高
等
小
単
段
側
な
る
九
日
田
湯
.
田
ノ
掛

不
党
兼
'
館
北側
泉
､
竹
ケ
膜
の
湯
､
柳
の
湯
.
楠
水
の
似
)
等
別
府
町
内

7
糟
の
教
わ
･J包
括
し
て
､
渥
岸
の
砂

湯
に
至
-
周
東
方
渦
中
に
漣
奇
す
る
も
の
′｡

囲
､
軌
面
等
地
獄
､
観
梅
等
渦
糸
､
中
間
の
紛
'
乙
原
の
湯
を
種
で
洛
脇
の
給
に
至
る
も
の
｡

九
州
の
･川…瓜
に
就
I)J

】
望

l
五
三
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阿
蘇
地
方
の
瓶
鬼
も
華
玉
､
栃
ノ
水
は
iE
L
-
東
関
の
位
龍
に
配
列
し
'
基
中
間
に
曹
-
､
少
し
-
北
に
歯
の
谷

線
泉
が
あ
-
､
阿
蘇
火
山
の
北
龍
に
在
る
内
ノ
牧
弧
兼
も
亦
歯
山
'
研
戸
の
二
瓶
泉
楽
所
の
位
濃
に
あ
っ
て
'
恰
か

も
阿
蘇
の
五
岳
が
東
西
に
配
列
せ
る
が
如
-
､
東
関
の
裂
線
上
に
配
列
せ
る
こ
/̂J
明
か
で
あ
る
｡

日
奈
久
温
泉
は
本
毅
.
潟
湯
､
柳
助
'
築
地
の
傷
等
湯
口
十
二
個
彪
海
岸
に
嚇
列
し
北
々
兼
よ
-
両
々
酉
に
走
る

線
上
に
並
ん
で
屠
る
､
鹿
兄
島
螺
の
温
泉
は
大
健
霧
島
火
山
脈
に
漕
ふ
て
配
列
せ
ら
れ
て
屠
る
'
兜
づ
霧
島
火
山
に

エ

チ

於
て
は
姶
良
郡
牧
園
相
に
粂

之

尾

渦
泉
が
あ
わ
'
其
東
南
約
二
町
の
魔
に
硫
黄
谷
線
鬼
が
あ
り
其
束
に
煤
し
て
桝
弊

温
泉
が
あ
る
'
是
等
は
何
れ
も
大
根
地
の
南
方
爆
裂
火
口
内
よ
-
演
出
す
る
温
泉
で
湧
出
佃
魔
は
頗
る
多

い
'
是
よ

ーイカ
一ソ

rJ,南
方
約
三
里
牧
園
柑
字
検
潮
に
は
横
堀
渦
糸
が
あ
-
'
横
瀬
の
北
方
放
町
の
鬼
に
は
燕
協
が
あ
-
､
字

栗

川

に
は

ケイカラ

チ
ア
t]:

東

川

弧

泉
が
あ
-
､
其
簡
約
竿
里
に
し
て
殿
紛
況
泉
が
あ
-
'
又
大
紋
池
の
酉
々
北
蝦
野
獄
の
南
側
に
は
'
手

洗

､

ホ
nナ
ケ

セ
ピ
7

オホう

鉾

投

'

間

中

.

太

良

(頂
西
側
)等
の
泥
泉
が
あ
-
~
前
記
明
紫
傷
の
束

々
苗
に
は
新
教
及
び
沿
道
独
英
が
あ
る
､
霧

シホ
1)タ
ノ

島
火
山
の
北
西
輔
栗
野
款
の
甫
腹
爆
裂
火
口
中
に
は
栗
野
羅
脱
臭
あ
-
､
栗
野
柑
大
字
宿
窪
宇

放

校

に

古
谷
の
協
が

め
-
'
其
甫
小
字
卒
終
に
準
落
孤
泉
が
あ
-
'

一
洗
流
を
距
て
ゝ
山
の
蕩
温
泉
が
あ
-
.
小
字
安
楽
に
は
安
楽
孤
束

オ
T
‥シ

が
あ
-
.
黄
海
に

研

橋

挽

鬼
妙
見
鈴
が
あ
る
'
･3
E上
霧
島
火
山
附
鑑
の
灘
鬼
は
数
多
の
火
口
分
布
の
表
す
が
或
-
舵

々
来
よ
JI
商

々
蘭
に
走
る
据
ビ
北
西
よ
-
南
東
に
走
る
淑
上
に
配
列
L
t
此
地
力
地
鯖
の
弱
線
に
此
二
方
向
の
あ
る

事
を

推
知
す
る
事
が
出
凍
る
.
其
北
西
に
或
る
も
の
は
蝦
野
､
白
鳥
独
英
よ
-
北
は
宮
略
膝
の
閣
北
隅
に
あ
る
兵
事

九
州
の
総
泉
_二
親
て

]
慧

i
五
五



地

球

弟
二
番

節

TJ
班

蒜

T

t

-
五
六

ア
ィ
ラ

柑
昌

明
章
温
泉
に
及
び
'
又
南
々
将
に
走
る
も
の
正

大
浪
地
の
南
の
泥
泉
よ
-
筒
は

姶

良

郡
槽
山
村
大
字
藤
山
字
宮

フ
ル叶ト

イプ
スヰ

下
な
る
藤
山
渦
克
つ
松
島
火
山
の
南
濃
古

里

温
泉
を
経
て
速
-
薩
南
開
問
番
附
近
の

揖

宿

温

泉
.
山
川
温
泉
p
鰻
渦

IJ
ガ
T･ヂ
ン

泉
下
翻
訳
ノ
蕩
'
摺
ノ
潰
.
間
水
鵡
兼
､
二

月

田

ー

芝
丑
助
に
及
ん
で
周
る
.

薩
摩
の
中
部
に
於
て
は
､
T
.凝
郡
串
水
野
村
串
永
野
淵
叔
'
市
雄
村
､
紛
田
温
泉
'
棟
島
の
古
里
'
有
村
､
農
碑

の
諦
温
泉
が
何
れ
も
酉
々
北
よ
り
楽
々
苗
に
走
る
廉
上
に
配
列
し
.
此
韻
は
恰
か
も
大
連

二
年

7
月
楼
島
火
山
噴
火

の
際
地
震
､
崩
壊
等
種
々
の
庫
鞠
の
最
も
基
し
か
っ
た
方
向
で
静
幡
樺
島
に
於
て
､
小
噴
気
口
の
樺
山
出
雑
吾
の
も

亦
こ
の
方
向
'T..J
あ
っ
て
此
地
方
の
地
盤
の
新
線
の
方
向
堂
ポ
し
て
屠
る
｡

イ
Lツ･JI

薩
摩
の
閣
北
部
出

水

郡
に
は
扮
川
内
p
温
泉
が
あ
-
'
薩
摩
郡
に
は
入
水
.
市
比
野
(
｢
名
樋
脇
売

文
等
の
温
泉

が
あ
っ
て
'
亦
晴
々
両
々
北
よ
-
楽
々
南
に
配
列
せ
ら
れ
て
周
る
様
で
あ
る
｡

楯
岡
腫
内
で
最
も
著
名
な
線
束
は
'
洗
場
邦
二
日
市
町
大
字
武
蔵
に
於
け
る
武
蔵
に
於
け
る
武
蔵
況
展
で
'
久
留

イ
マジ
ク

釆
柿
の
苗
羽
犬
塚
の
東
に
は
船
小
屋
線
束
が
あ
-
.
福
岡
市
の
閏
に
は
糸
島
郡
の
侮
岸
に

今

宿

煉

泉
が
あ
-
､
楯
岡

オ
シ〃

-り

の
求
糟
屋
郡
香
椎
に
は
革
場
冷
泉
が
あ
る
'
又

遠

賀

郡
折
尾
の
附
近
に
は
北
に
浅
川
冷
泉
が
あ
-
東
南
に
は
則
於
傭

泉
が
あ
る
｡

武
蔵
温
泉
場
に
は
三
十
八
個
の
湯
坪
が
あ
っ
て
其
配
列
の
方
向
は
略
商
北
で
あ
る
､
又
則
於
塘
兼
に
於
て
是
ビ
略

同
盟
の
水
か
,出
す
井
の
配
列
'
傭
泉
に
影
響
か
及
し
た
洗
錐
の
個
所
等
よ
-
推
考
す
れ
ば
､
地
下
堀
鬼
脈
の
方
向
は



南々
粟
か
ら
北
々
明
で
あ
る
様
に
思
は
る
ゝ
､

佐
賀
堀
で
は
杵
島
郡
武
雄
町
の
′武
雄
孤
束
が
澱
も
著
名
で
あ
る
'
賢
米
山
の
商
就
業
坪
安
山
岩
中
南
北
に
走
る
梨

帽
か
ら
湧
き
出
て
屠
る
､
大
正
三
年
従
寒
の
湯
坪
の
商
に
試
錐
し
湧
出
呆
豊
富
な
新
湯
を
得
た
､武
雄
町
の
東
商
約
二

ウ
レシノ

十
町
橘
柑
大
字
永
島
に
永
島
温
泉
が
あ
-
､
南
方
約
三
里
藤
津
郡
閣

嬉

野

村
大
字
下
宿
に
嬉
野
温
泉
が
あ
る
'
泉
質

は
武
雄
温
泉
AIJ
同
様
で
あ
る
が
'
新
路
ビ
古
傷
の
,位
Im軌
は
嬉
野
川
の
左
岸
に
治
ひ
略
東
商
の
位
置
に
あ
-
て
岩
磐
製

･･･

LI

糖
の
方
向
は
略
東
西
/̂｣
旧
心
は
る
ゝ
'
又
小
城
郡
小
城
町
の
北
方
的
五
里
の
山
間
に
､
舌
助
川
に
治
ひ
育
歯
新
助
の
±

温
泉
が
あ
り
､
其
死
方
約

一
里
の
艦
に
上
熊
川
湿
泉
が
あ
る
､
何
れ
も
花
園
岩
の
梨
碑
か
ら
湧
出
す
る
も
の
で
'
其

配
列
の
.方
向
は
亦
略
来
酉
で
あ
る
｡

ふソノセ
ン

長
崎
櫛
で
著
名
な
の
は

雲

仙

岳
の
雲
仙
温
泉
ビ
其
酉
麓
海
岸
に
あ
る
小
潰
淵
兼
f̂J
で
あ
る
､
掌
仙
温
故
は
岳
の
中

腹
妙
見
山
の
西
南
矢
岳
の
北
に
あ
る
'
こ
の
附
近
爆
裂
火
口
内
に
は
数
多
の
噴
気
口
が
あ
っ
て
盛
に
蒸
束
や
熱
傷
を

噴
出
し
て
解
る
､
其
配
列
は
略
南
北
ビ
東
西
の
方
向
で
､
雲
仙
火
山
重
機
の
弱
牌
の
方
向
に

一
致
し
て
屠
る
'
即
ち

新
港
だ
小
地
獄

ĴJ
は
階
南
北
の
縦
に
捨
て
配
列
L
t
舌
湯
ビ
新
湯
亡
は
兼
鞘
の
偉
濃
に
在
る
'
小
活
況
鬼
も
亦
こ
の

東
西
の
菊
鹿
上
に
在
る
｡

セ
ウ
ノ
ー7
ジ

II･=
輪
蟻
で
は
霧
島
火
山
の
北
麓
に

昌

明

音

線
泉
.
昭
野
湯
'
高
腰
温
泉
.
か
さ
湯
､
白
鳥
挽
兼
等
が
在
る
'
昌
明

寺
皿
泉
は
西
諸
順
郡
異
単
相
大
字
昌
明
苛
に
あ
h

P
蝦
野
傷
は
霧
島
火
山
群
の

7
な
る
蝦
野
山獄
の
北
麓
に
あ
-
二
杓

九
州
の
L粒
塊
に
放
て

㌫
セ

叫
五
七



地

球

第
二
審

第

7
戟

]
宍

l
五
<

原
温
泉
は
酉
諸
味
郡
高
原
柑
大
字
湯
ノ
峠
に
あ
-
'
か
さ
湯
は
蝦
野
湯
の
東
に
隣
-
'
白
鳥
温
泉
は
同
郡
飯
野
村
大

字
末
永
字
白
鳥
に
あ
る
'
是
等
は
何
れ
も
略
々
西
北
よ
-
東
南
に
配
列
せ
ら
れ
て
居
る
'
其
他
温
度
の
低
い
鋸
泉
が

魔
々
に
散
在
し
て
居
る
が
著
し
い
も
の
は
無
い
｡

以
上
九
州
に
於
け
る
温
泉
の
分
布
を
通
観
す
る
に
'
南
北
に
近
い
方
向
}J
t
東
西
に
近
い
方
向
の
配
列
が
最
も
顕

著
で
あ
っ
て
'
九
州
の
地
髄
構
造
上
窮
線
の
方
向
を
不
し
て
居
る
の
は
頗
る
面
白
い
の
み
な
ら
ず
'
後
章
に
記
述
す

る
が
如
-
､
九
州
に
於
け
る
金
属
鋸
床
敷
麺
の
方
向
が
亦
暑
々
是
ビ

7
致
し
て
屠
る
事
yJ
t
泉
田
に
於
け
る
火
山
岩

送
入
の
方
向
が
亦
概
ね
同
様
で
あ
る
事
ビ
は
特
に
注
意
に
値
す
る
｡

ニ
ー
温

泉

Jヾ

地

質

■

大
分
'
熊
本
'
鹿
先
島
'
長
崎
'
佐
賀
の
諸
麻
に
於
で
'
火
山
地
方
に
在
る
温
泉
の
大
多
数
は
角
閃
安
山
岩
'
輝

石
安
山
岩
､
雲
母
安
山
岩
.
又
は
是
等
の
集
塊
岩
か
碇
衣
岩
.
の
中
か
ら
湧
出
す
る
の
は
管
然
で
あ
る
が
直
接
火
山

に
関
係
の
無
い
庭
に
在
る
温
泉
は
'
種
々
の
岩
石
の
'間
か
ら
湧
出
し
て
居
る
例
せ
ば
福
岡
懸
二
日
市
町
附
淀
の
武
蔵

温
泉
は
'
花
崗
岩
を
破
覆
せ
る
洪
積
期
砂
塵
居
中
よ
り
湧
胡
し
､
佐
賀
麻
小
城
郡
の
舌
蕩
'
新
港
'
上
熊
川
温
泉
も

亦
花
崗
岩
地
よ
-
盗
流
し
て
居
る
､僻
福
岡
牒
早
良
邪
推
原
温
泉
､戟
手
郡
盲
川
村
脇
田
温
泉
'
同
郡
日
吉
村
蕩
児
温

や
モ.i

泉
'
熊
本
舷
玉
名
郡
浦
宮
村
立
願
寺
温
泉
､
同
部
右
耳
村
富
尾
温
泉
､
鹿
本
郡
卒
小
城
相
弔
山
温
泉
､
葦
北
郡
水
上



村
蕩
山
温
泉
t
の
如
き
は
何
れ
も
花
山同
君
地
の
温
泉
で
あ
る
｡

片
麻
岩
中
の
錦
泉
に
は
能
で本
煉
金
城
郡
宮
内
村
坂
谷
冷
泉
が
あ
･C,'
結
晶
片
岩
中
の
健
泉
に
は
大
分
煉
北
海
部
郡

下
北
津
留
柑
六
ケ
迫
冷
泉
が
あ
-
'
輝
岩
中
の
鋸
泉
に
は
福
岡
牒
糟
屋
那
草
場
冷
泉
が
あ
る
.

･･,+
マタ

秩
父
古
生
居
中
の
鋸
泉
に
は
熊
本
麻
葦
北
郡
湯
ノ
浦
村
洛
ノ
浦
温
泉
'
同
郡
水

俣

称
水
俣
温
泉
､
佐
敷
村
鶴
米
山

温
泉
.
下
益
城
郡
西
砥
用
村
堺
石
冷
泉
が
あ
る
｡

イ
'･N
I

中
生
居
中
の
鋸
泉
に
は
鹿
鬼
島
救
出

水

部
大
川
内
な
る
白
木
川
温
泉
'
宮
崎
牒
南
那
珂
那
晒
谷
村
名
月
温
泉
が
あ

上

白
豊
紀
居
中
の
鋸
泉
に
は
熊
本
燥
天
草
郡
下
津
深
江
の
深
江
温
泉
が
あ
る
荷
熊
本
腺
葦
北
部
の
日
奈
久
温
泉
は

自
重
紀
盾
を
破
覆
せ
る
第
四
紀
盾
か
ら
湧
出
し
て
居
る
が
'
其
泉
源
は
自
室
紀
居
中
に
在
る
に
蓮
な
い
.

ノり
マヅ

第
三
紀
居
中
の
錬
泉
に
は
福
岡
煤
遠
賀
郡
折
尾
の
東
南
に
あ
る
っ
則
稔
温
泉
'
佐
賀
燥
藤
津
都
嬉
野
温
泉
等
が
あ

も
○第

四
紀
層
中
の
鋸
泉
に
は
大
分
嬢
速
見
郡
亀
川
温
泉
'
熊
本
舷
球
磨
郡
岡
原
村
宮
原
温
泉
岡
本
冷
泉
'
同
郡
中
原

相
棒
温
泉
'
飽
託
都
城
山
村
竿
田
温
泉
-
鹿
本
郡
八
幡
村
大
坪
温
泉
'
同
村
石
村
温
泉
'
同
郡
田
底
村
米
塚
温
泉
'

菊
池
郡
加
茂
川
村
菰
入
温
泉
､
上
益
城
那
飯
野
村
赤
井
温
泉
等
が
あ
る
｡

火
山
岩
の
裂
好
か
ら
湧
出
す
る
温
泉
の
所
在
地
ビ
'
岩
石
ビ
牽
不
せ
ば
左
表
の
遁
-
で
あ
る
.

<

*

*

九
州
の
汲
泉
に
就
て

一
莞

-
五
九
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質

角
閃
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拭
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村

墳 名

辞

令

泉
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仙

地

盤

安

山
盟
熔
川野

那

覇

町
村
名

利
鳥

銃

抑

蒔
粋

冊

昔
見

兼
l二
線
兼
の
性
贋
､

串

名

繋

範

曲

名

武

雄

本城
本

城

地

斑

申
即時
安
山
山方

玄
武
･=材
質
弘

塊
砦

杵 郡

.T.'吉 名

町
村
省

･串

名

妓

名

柄

永

島

永

島

地

鑑

輝
石
柴
山
山方

況
皮
.,J
地
質
ど
の
聞
係
を
通
観
す
る
に
ー

叫
椴
に
火
山
岩
よ
-
湧
出
す
る
温
泉
は
､
酸
性
泉

抽
頼
泉
が
多
-
し
て
概
し
て
渦
度
高
-
.
花
岡
岩
地
に
あ
る
も
の
は
衣
酸
鹿
又
は
畢
純
泉
が
多
-
し
て
温
度
低
-
I

片
麻
岩
､
雛
=右
'
結
晶
片
岩
､
及
〝び
古
生
代
以
後
の
成
層
山方
-
-
湧
出
す
る
糠
泉
-
亦
糟
粕
泉
ー
=次
酸
泉
ー
…革
純
泉



が
多
-
し
て

1
枚
に
親
授
が
高
-
無

い
O

蓋
ー
温
泉
分
布
p,)
地
質
構
造

九
州
の
骨
子
を
虜
せ
る
筑
紫
九
州
の
開
山
系
は
､
中
国
､
四
国
間
山
系
の
延
長
で
'
発
々
北
よ
-
酉
々
南
の
方
向

･

に
走

-
て
居
る
'
由
布
鶴
見
'
阿
蘇
.
雲
仙
の
譜
火
山
は
こ
の
閑
山
系
の
間
に
位
L
p
粥
声
内
海
階
没
地
の
延
長
た

る
所
謂
阿
蘇
水
迫
に
噴
出
し
た
も
の
で
其
配
列
の
方
向
が
末

々
北
I
閣
西
南
で
あ
る
の
は
潜
熱
で
あ
る
.
従
て
九
州

中
部
以
北
の
温
泉
脈
が
亦
是
に
平
行
な
る
は
少
し
も
怪
む
に
足
ら
な
い
.
盛
る
に
是
に
庶
角
に
変
れ
る
地
質
構
造
線

が
あ
-
て
｡
周
防
洋
や
豊
後
水
迫
や
有
明
毎
は
こ
の
方
向
の
地
製
脱
に
治
ふ
て
起
っ
た
地
盤
の
,壁
勘
に
よ
-
て
出
衆

た
も
の
ら
し
-
p
藤
岡
'
位
賀
､
長
崎
二

二
堀
に
於
け
る
爽
泉
質
三
紀
潜
は
亦
同
様
の
超
勤
で
出
水
た
北
々
酉
よ
-

南
々
束
に
走
る
吉
倉
の
如

長
き
入
江
に
沈
黄
し
た
も
の
で
.
第
三
紀
厨
生
成
後
東
に
南
北
に
近
き
裂
帽
を
生
じ
.
玄

武
岩
質
の
岩
某
が
此
の
梨
僻
に
治
ふ
て
送
入
し
た
事
は
.
泉
田
に
於
け
る
幾
多
の
岩
脈
が
之
を
認
明
し
て
居
る
｡
九

州
北
部
皿
泉
の

一
局
部
に
於
で
.
例
せ
ば
'
武
雄

温

泉

､

武
蔵
温
泉
.
則
松
渦
泉
に
於
け
る
が
如
上

南
北
著
-
は

北
々
酉
の
叔
脈
が
認
め
ら
る
ゝ
の
は
失
弧
岩
盤
に
此
方
向
の
覇
船
が
あ
る
の
空
不
す
も
の
で
あ
る
O

賓
仙
温
点

の噴
気
口
に
於
で
も
亦
南
北
ビ
束
酉
に
近
き
分
布
を
示
し
て
居
る
｡

九
州
商
都
の
地
穐
骨
子
は
亦
九
州
山
系
の
着
生
静
中
蛮
厨
及
び
花
園
岩
で
あ
っ
て
'
東
北
乃
至
東
々
北
よ
-
蘭
南

九
州
の
汎
鹿
にこ
就
て

義

1

t
〓

貸

]



地

球

第
二
各

節

l
蚊

〓

ハ
阿

〓
八四

乃
至
西
々
苗
の
構
造
腺

が
著
し
い
'
従
で
傭
脈
や
温
泉
の
分
布
が
勝
運
に
単
行
な
る
は
皆
怨
で
あ
る
'
併
し
是
を
横

断
し
北
々
兼
～
福
々
酉
の
裂
鋸
に
治
ひ
'

1
大
晴
渡
地
帯
を
生
じ
た
の
が
即
ち
鹿
児
島
滑
で
あ
っ
て
.
霧
島
火
山
'

梗
島
開
閉
給
は
.
欝
に
此
の
陥
没
地
糟
に
噴
出
し
た
も
の
で
あ
る
'
魔
で
此
方
向
に
も
挽
泉
の
分
布
が
あ
る
べ
き
筈

で
あ
る
p
薩
摩
南
端
に
於
け
る
温
泉
中
に
は

7
局
部
に
此
方
向
の
分
布
が
あ
る
標
に
認
め
ら
る
ゝ
P
又
霧
島
火
山
の

源
泉
に
湖
北
東
南
の
分
布
が
あ
る
の
は
､
火
口
丘
の
配
列
に
も
是
に
平
行
の
も
の
が
あ
っ
て
､
恰

か

も
東
北
閣

苗
の

構
造
紙
に
拡
充
せ
る
新
線
に
該
曹
す
る

｡

閤
p

温

泉

･,}

就

床

九
州
に
於
て
挽
泉
の
附
近
に
金
属
糠
床
の
存
在
す
る
例
が
少
-
な
い
､
武
雄
挽
泉
の
西
南
に
は
汲
佐
兄
金
山
が
あ

-
.
別
雁
温
泉
の
北
に
馬
上
金
山
が
あ
-
､
酉
に
接
し
て
木
村
金
山
が
あ
-
､
大
分
豚
貿
泉
苛
税
泉
の
北
に
玖
珠
金

山
が
あ
-
､
虚
兄
島
帝
雄
.
亀
田
温
泉
の
北
に
芹
ケ
野
､串
木
野
金
山
あ
-
､霧
島
孤
束
の
酉
に
山
野
金
山
あ
-
､
晶

明
軍
規
泉
の
四
に
牛
用
､
大
日
'
布
計
金
山
が
あ
る
.
今

是
等
の
金
鹿
傑
床
の
分
布
ビ
温
泉
脈
ĴJ
の
関
係
を
考
察
す

ソノギ

る
に
.
波
佐
見
金
山
は
九
州
餓
遭
有
田
輝
の
南
方

l
盟
寧
長
崎
醸
東

彼

杵

郡
上
波
佐
見
相
に
在
-
､
地
質
は
第
三
紀

砂
岩
.
頁
岩
の
累
厨
で
､
之
を
賞
で
石
其
粗
耐
忍
栗
山
栗
の
噴
出
あ
-
'
金
糠
床
は
第
三
紀
層
の
中
に
も
石
英
親
両

署
の
中
に
-
腰
肋
し
て
屠
る
ー
梨
酵
燐
光
僻
脈
で
錬
脈
の
名
捕
及
び
其
走
向
傾
斜
は
左
表
の
通
-
で
あ
る
｡



報
収
の
名
和

勧
日
本

相

利

口

仙

日

用

7

餓

柑

祉

山
.

北

的

十

戊

関

北
二

十
帽

耽

北

五

十

八
校

所

仙川
脈
の
名
如叩

非

石

柑

光

蝿

相

御

堂

摘

悲

向

壮

†
戊

凹

北
川
十

i
便
所

北
三
十
二
成
婚

銑
鵬
の
省
耶

石

塚

は

叫
舷
の
漣
向

傾

斜

訟

E

北
三
十
煉
出

田
々
北

西
桁
=
へ
前

○
-
八

〇
既

即
ち

叫
般
の
走
向
は
酉
々
北
で
あ
っ
て
武
雄
温
泉
か
ら
是

れ
ビ
性
質
の
似
で
居
る
欄
間
豚
八
女
郡
船
小
屋
弧
泉
に
引

い
た
方
向
ビ
略
,ュ

致
し
て

層上
井
石
銅
の
走
向
は
湖
北
に
近
-
し
て
'
武
雄
に
於
け
る
孤
束
脈
の
方
向
ビ
藤
略

～

一
致
し
て
居
る
｡

別
府
の
北
方
馬
上
金
山
は
大
分
腫
速
見
郡
立
石
町
の
謝
十
敗
町
の
鹿
に
在
日
で
'
地
質
は
石
英
鮮
碧
.
花
園
斑
岩

よ
-
舵
-
.
金
鱗
床
は
基
製
糖
を
墳
充
し
た
頻
脈
で
あ
る
t
iii更
な
る
は
兼
西
摘
ビ
'
南
北
銅
ビ
で
あ
っ
て
前
者
は

走
向
殆
ん
で
東
西
に
近
-
'
北
方

へ
四
〇
-
六

〇
姪
傾
き
､
後
者
は
走
向
北
三
〇
-
四

〇
皮
東
で
'
西
北

へ
五
〇
-

六

〇
度
俺
で
屠
る
p3

悔
上
金
山
の
酉
に
接
せ
る
鶴
成
金
山
は
'
速
札
郡
中
山
香
相
に
在
り

.
地
質
は
脚
色
輝
石
安
山
岩
Ĵ･J
捉
凝
着
で
p

金
頻
脈
は
北
五
十
度
問
に
走
-
束
北
へ
五
五
1
六
〇
度
俺
で
屠
る
｡

別
府
町
の
簡
約
芋
EJ
の
山
腹
に
在
る
水
村
金
山
の
鋸
床
は
角
閃
安
山
岩
中
の
煉
脈
で
'
北
三
十
度
酉
に
淀
む
.
甫

何
へ
六
十
皮
俄
で
屠
る
.
即
ち
別
府
附
妃
の
金
鰻
版
の
走
向
は
'
概
し
て
閣
北
乃
至
東
関
に
近
い
も
の
が
多
-
'
別

九
州
の
恥
鼓
に
就
て

l訟

〓
八
五



鞄

球

筋
二
各

節

】
戟

一宍

〓

八
六

雁
附
近
の
孤
束
膳
の
方
向
ビ
略

叫
致
し
て
屠
る
.
大
分
膝
玖
珠
那
覇
山
田
相
の
玖
珠
金
山
の
錬
床
も
､
些

二
紀
砂
岩

頁
暑
中
の
館
脈
で
'

1
部
頻
典
状
を
渇
し
.
走
向
は
失
張
東
西
で
北
へ
七
五
度
以
上
偶
で
居
る
'
其
よ
-
西
方
に
常

上

目
田
郡
中
津
江
相
に
在
る
鯛
生
野
令
山
は
輝
石
安
山
岩
だ
石
其
粗
面
岩
中
に
膳
胎
L
t
蓮
向
は
釆
西
の
も
の
ビ

ヤ
ノ

南
北
の
も
の
だ
あ
っ
て
iii婆
な
る
も
の
は
亦
米
酉
で
あ
る
'
鯛
生
野
金
山
の
筒
に
在
る
藤
岡
螺
八

女

郡
最
野
村
矢
野

金
山
の
地
磐
は
､
石
英
机
而
岩
で
頻
脈
は
失
版
東
西
に
走
-
'
苗
に
七
〇
度
内
外
俄
で
居
る
､
又
同
相
盛
野
金
山
の

地
質
は
.
安
山
岩
.
角
嫌
岩
､
凝
次
岩
で
金
塘
脈
は
其
中
を
矢
状
-
殆
ん
で
東
西
に
克
っ
て
屠
る
.

叩
斯
-
九
州
中
部
の
髄
脈
に
東
商
に
走
る
も
の
ゝ
多
い
の
は
､
温
泉
分
布
の
牽
下
に
述
べ
た
如
し

火
山
や
温
泉
の

分
布
の
方
向
だ

7
致
し
此
地
域
に
於
け
る
地
盤
弱
紋
の
カ
向
を
示
す
面
白
き
事
欝
の
関
連
で
あ
る
.

此
東
西
に
近
き
傭
脈
の
走
向
は
､
九
州
中
部
に
於
て
顕
著
な
る
の
み
な
ら
ず
'
九
州
南
部
に
於
で
も
亦
楽
団
に
近

い
方
向
が
多
い
､
只
薫
る
鮎
は
.
中
部
で
は
両
々
北
又
は
西
北
の
も
の
ゝ
あ
lる
に
勤
し
､
南
部
で
は
束
々
北
又
は
演

北
の
走
向
が
存
在
す
る
事
で
あ
る
｡

鹿
鬼
島
僻
目
股
郡
串
木
野
柑
非
ケ
野
金
山
の
健
比
は
輝
石
安
山
岩
中
の
蝶
脈
で
.
向
田
朗
.
梅
細
.
荘
太
郎
軸
､

踏
梅

'
兄
梅
銅
'
土
砂
朗
'
塵
太
郎
餌
'
八
木
餌
'
露
髄
p
新
餌
の
十
億
あ
-
.
走
向
は
東
関
乃
至
北
七
十
皮
兼

で
.
南
に
四
十
五
度
以
上
傾
き
荘
鹿
の
魔
も
あ
る
.
同
相
串
木
野
金
山
は
西
山
軸
の

叫
本
が
重
要
で
矢
張
北
七
十
度

衆
に
走
-
傾
斜
は
南
方
で
あ
る
0



ア
イ
aノ

同
職

姶
良

郡
柴
野
村
よ
り
薩
摩
郡
永
野
相
に
跨
れ
る
山
ケ
野
金
山
の
地
層
は
､
音
安
山
岩
･jJ
鋪
三
紀
僚
ビ
で
'
四

十
除
僕
の
頻
脈
何
れ
も
衆
筒
に
走
-
'
北
方

へ
四
O
-
八
〇
度
傾
い
て
周
る
｡

叉
伊
佐
郡
大
口
村
牛
尾
金
山
の
親
地
質
は
石
基
親
耐
忍
'
輝
石
安
山
岩
及
び
凝
衣
潜
で
'
僚
艦
は
北
六
五
度
束
に

義
-
､
西
北

へ
七
〇
度
傾
斜
し
て
屠
る
｡

同
相
大
口
金
山
の
地
質
は
.
輝
石
安
山
潜
.
慶
朽
安
山
岩
で
.
錬
脈
は
p
北
五
〇
-
六

〇
束
に
走
-
西
北
へ
六

〇

皮
傾
斜
し
て
居
る
｡

又
同
郡
山
野
柑
布
計
金
山
の
地
質
は
'
石
英
粗
面
岩
'
輝
石
安
山
岩
で
p
十
鎗
候
の
頻
脈
が
北
五

〇
度
光
に
克

-

西
北
へ
七
〇
度
傾
い
て
周
る
｡

此
東
西
又
は
末
々
北
の
走
向
は
､
霧
島
火
山
脈
の
方
向
}J
違
ひ
'
地
方
欄
鼻
腔
の
方
向
亡
も

一
致
し
無

い
'
是
恐

-
は
前
記
僚
脈
を
生
じ
LJ
地
盤
の
弱
視
が
九
州
中
部
の
弱
線
ビ
同
系
統
に
屈
し
て
霧
島
火
山
を
起
し
た
南
北
に
近
い

弱
腺
の
系
統
よ
-
も
右
上

前
記
金
糠
脈
は
新
系
統
の
新
線
の
生
成
以
前
に
出
雑
た
薦
め
で
は
無
か
ら
-
か
o

盟
ー
温

泉

･,
)
胡

業

組
泉
場
の
綻
僚
ビ
健
業
5,J
は
利
寄
舶
反
す
る
も
の
で
あ
っ
て
'
滝
泉
場
に
於
け
る
鋸
葉
は
.
勿
論
挽
泉
湧
出
又
は

洩
鬼
経
密
の
障
尊
を
虜
す
ぼ
か
-
で
な
-
其
附
淀
に
於
け
る
試
掘
又
は
採
掘
yJ
雅
.I/J
も
.
温
泉
に
障
番
を
奥

へ
た
例

九
州
の
氾
泉
に
放
て

一
芸

〓

八
億



第
二
審

第

7
既

ニ
ハ
八

〓
八八

は
少
-
な
い
｡

嘗
て
明
治
十
二
三
年
墳
雲
仙
岳
噴
衆
口
の
附
近
に
於
で
､
三
井
物
産
愈
融
が
硫
華
堀
を
掘
探
し
'
職
釜
に
て
之
を

精
製
し
た
-
し
事
あ
る
も
.
温
泉
に
影
響
し
'
地
方
人
民
の
苦
情
甚
し
-
'
収
支
亦
粕
償
は
ず
'
僅
々
7
両
年
で
事

業
を
腰
止
し
た
軍
が
あ
る
｡

別
府
の
筒
観
梅
寺
況
泉
や
即
妙
温
泉
附
鑑
に
於
で
も
､
硫
黄
館
の
採
取
が
､
温
泉
に
障
害
を
戯

へ
た
事
が
あ
る
.

ノーー
マツ

藤
岡
腺
遠
賀
郡
折
尾
の
東
南
な
る
則

壮

健

及
附
淀
に
於
て
は
'
石
衣
兼
業
が
'
糠
泉
の
湧
出
に
形
準
を
輿

へ
た
革

質
が
あ
る
｡

明
治
四
十
二
年
二
月
中
川
賓
氏
が
錬
泉
場
の
附
近
で
試
行
し
た
四
佃
の
試
雅
の
中
も
鍔
泉

場
の
兼
約
末
十
間
の
魔

で
施
行
し
た
試
雅
は
､
鋸
泉
に
奥

へ
た
影
響
が
最
も
顕
著
で
､
試
錐
が
地
下
七
十
尺
の
洗
さ
に
達
し
死
時
'
非
常
な

噴
水
が
あ
っ
て
'
同
時
に
槻
鬼
の
湧
出
は
俄
然
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
｡
又
同
氏
が
傭
泉
場
の
束
簡
約
茄
官
問
な
る
大

字
大
丸
字
時
点
地
内
で
二
個
鹿
に
筑
錐
を
施
行
し
た
巌
が
何
れ
も
明
に
餓
鬼
の
湧
出
に
影
響
し
た
｡

政
則
於
斬
泉
は
明
治
四
十
五
年
二
月
頃
か
ら
漸
次
湧
出
畳
を
拭
じ
六
月
頃
其
極
に
達
し
十
二
月
迄
､
噺
箇
に
で
揚

水
せ
ね
は
な
ら
ぬ
状
況
で
あ
っ
た
が
大
正
二
年

叫
月
か
ら
湧
出
最
復
儀
し
た
革
質
が
あ
る
､
此
超
勤
に
就
き
'
地
方

の
事
情
を
熟
知
せ
る
者
の
一説
を
開
け
ば
､
餓
鬼
場
よ
LJl
酉
北
方
三
十
町
の
廃
水
食
材
大
字
頃
兼
に
二
好
徳
於
氏
の
泉

坑
が
あ
っ
て
､
石
衣
蹄
珠
の
兼
め
~
強
力
の
棚
問
で
感
に
坑
内
の
水
を
引
き
上
げ
た
結
果
､
甥
泉
湧
出
に
影
響
か
IJ輿



へ
た
も
の
で
､
大
正
元
年
八
九
月
頃
揚
水
を
中
止
し
た
翁
め
御
免
の
湧
-Ii
-
漸
次
復
啓
し
た
の
で
あ
る
だ
､
併
し
是

は
三
十
町
も
距
離
の
あ

る
罫
で
あ
る
か
ら
.
斯
-､蕊
按
に
影
響
が
あ
る
や
否
や
此
の
革
質
の
み
で
は
過
に
断
是
は
出

来
な
い
｡

高
松
淡
坑
本
卸
坑
道
は
大
空

二
年

…
月
先
日
分
踏
査
常
時
に
於
で
坑
口
よ
-
東
北
に
水
平
距
離
五
官
二
十
間
延
長

し
.
則
松
錬
泉
場
の
樹
商
機
に
約
二
百
五
十
問
の
鹿
に
蓮
せ
る
に
も
係
ら
ず
'
館
泉
の
湧
出
畳
に
何
等
影
響
せ
ざ
る

状
況
で
あ
っ
た
､
嘗
で
明
治
朴
九
年
'
四
十
年
の
頃
.
則
栓
額
泉
場
の
両
々
南
に
苫
田
荻
坑
が
あ
-
て
.
盛
に
石
炭

を
掘
抹
し
た
に
も
係
ら
ず
'
錬
泉
の
湧
出
畳
に
は
影
響
せ
な
ん

だ.fJ
い
ふ
事
で
あ
る
｡

又
輝
炎
場
の
酉
北
約
二
甘
六
十
間
'
大
字
別
姓
地
蔵
ケ
谷
に
於
で
'
大
正
元
年
十
月
よ
-
二
年
十
月
に
至
る
問
三

好
徳
舷
氏
か
石
衣
の
試
錐
を
欝
施
し
地
盤
よ
-
九
百
七
十
尺
の
深
さ
に
蓮
し
た
に
も
係
ら
ず
､
錬
泉
に
は
影
響
鯉
か

つ

た

｡
斯
-
僚
泉
か
ら
の
距
経
の
大
小
に
よ
ら
ず
.
或
る
方
南
の
錬
業
は
鯨
泉
に
影
響
し
'
他
の
方
面
の
鯨
泉
は

7
向
影

響
せ
ぬ
の
は
'
地
下
水
脈
の
方
向
に
困
る
も
の
で
あ
ら
ぬ
ば
な
ら
ぬ
.
改

正地
下
水
脈
の
方
向
を
考
究
し
て
'
成
る

べ
-
僻
泉
に
影
響
を
及
ぼ
さ
ぬ
横
僻
業
を
粧
薗
す
る
必
妻
が
あ
る
.

チ
ゴ
エ

シ
バ
セキ

大
分
賦
速
見
郡

御

越

町
内
に
於
て
'
柴

石

塊
鬼
場
の
閣
北
的
玉
村
鎗
間
の
山
地
で
.
大
杯
二
二
四
年
の
頃
.
篠
崎
基

三
郎
氏
が
金
銀
鯨
の
試
掘
を
行
っ
た
軍
が
あ
る
.
僚
床
は
､
輝
石
安
山
岩
中

の石
其
膳
で
p
北
四
十
度
兼
に
遺
し

九
州
の
粗
品
に
就
て

こ
(.<

〓
八九



地

球

第
二
番

節

一
触

芯
U

B
七
〇

西
北
に
七
八
十
度
傾
斜
し
て
居
る
.
こ
の
醸
脈
を
露
頭
部
か
ら
傾
斜
に
拾
ひ
二
十
闘
以
上
堀
-
進
ん
だ
が
珪
石
温
泉

場
亡
は
約
九
町
の
距
離
が
あ
る
か
ら
瀧
兼
に
は
何
等
の
影
尊
が
無
か
っ
た
o

以
上
は
温
泉
場
附
近
の
磯
業
が
温
泉
に
及
ぼ
せ
る
影
響
有
無
の
.賓
例
で
あ
る
が
'
此
の
反
対
に
､
頻
発
が
温
泉
の

湧
出
に
よ
-
で
障
賓
を
受
け
た
薯
例
が
あ
る
｡

曲

大
身
櫛
速
見
郡
別
雁
挽
泉
場
の
西
方
約
年
Ej
の
山
腹
に
.
金
額
を
稼
行
せ
る
木
村
金
山
に
於
で
も
大
正
四
年
四
月

自
分
踏
査
の
頃
､
天
狗
坑
二
番

坑
道
の
着
の
切
譜
､
地
表
よ
-
1
七
〇
尺
の
探
gL
に
&
'て
'
突
然
熟
慮
の
湧
出
に
脅

し
.
掘
進
を
中
止
し
た
事
が
あ
る
､
又
同
麻
山
兄
瀧
坑
'
常
時
の
切
詰
に
於
で
も
'
坑
内
に
著
し
-
熱
乗
を
戚
じ
作

業
困
難
の
鬼
が
あ
っ
た
'
是
は
地
表
よ
-
の
洗
さ
は
僕
に

7
0
0
尺
以
内
の
産
で
あ
る
'
其
後
如
何
に
満
っ
た
か
滑

息
を
撒
か
ず
､
木
材
金
山
は
休
業
し
た
様
子
で
あ
る
か
ら
､
基
後
の
賓
況
を
確
む
る
を
得
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
｡

賓
況
期
の
如
-
で
あ
る
か
ら
､
館
山
局
は
公
益
保
護
の
湾
め
､
細
管
終
審
の
通
る
挽
泉
場
附
近
で
は
額
業
を
許
可

せ
氾
事
が
多
い
O

完

正
十
三
年
五
月
十
七
従
犯
之
)


